（別様式第21号）                                                 　　　

休日・勤務時間外受講の取扱い証明書
（受講者の休日・勤務時間外に訓練を行った場合のみ提出）
１　受講者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　受講した実習等の名称及び期間　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
期間：平成　　年　　月　　日（　　曜日）～平成　　年　　月　　日（　　曜日）
３　賃金の形態（いずれかに○）　月給　・　日給　・　時給　・　その他（　　　　　）
４　受講期間中の所定休日・時間外受講状況
　　　　受講期間中の所定休日・時間外受講時間　　　　振替日（振替休日を与えた場合）
　H　　年　　月　　日（　　）　　　時間　　　　分　⇒　H　　年　　月　　日（　　）
H　　年　　月　　日（　　）　　　時間　　　　分　⇒　H　　年　　月　　日（　　）
H　　年　　月　　日（　　）　　　時間　　　　分　⇒　H　　年　　月　　日（　　）
　H　　年　　月　　日（　　）　　　時間　　　　分　⇒　H　　年　　月　　日（　　）
　H　　年　　月　　日（　　）　　　時間　　　　分　⇒　H　　年　　月　　日（　　）
５　所定休日・勤務時間外受講日の賃金支払い状況（ａｂのいずれかに○）
　ａ　労働基準法に基づく振替休日を与えた。《出勤簿等で確認可能》
※出勤簿等に『休出』『○月○日の振休』等の表示して下さい。
　ｂ　休日・時間外勤務として、労働基準法等に基づく割増賃金を支払った。
《賃金台帳等で確認可能》※賃金台帳等に割増に係る計算式をメモ書きして下さい。

上記のとおり相違ありません。

大阪労働局長　殿

平成　　年　　月　　日

住　　所
事業所名
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
㊟時間外、深夜（午後10時～午前5時）に労働させた場合には2割5分以上、法定休日に労働させた場合には3割5分以上の割増賃金を支払う必要があります。（労働基準法第37条他）



捨印





様式17号④の講座を記入及び


受講期間の記入。





月給








可能な限り欄外に捨印。





有





b





時間外受講の場合：カリキュラムの終了時間から遡った時間外受講時間を記入。


例：終了１７：００、時間外受講時間３０分⇒１６：３０～１７：００


休日受講の場合：カリキュラムの受講時間をそのまま記入


振替の場：カリキュラムの受講時間をそのまま記入








（H27.7）

